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加振開始 12sec 後 
図 3 加速度印加時のタンク内流体挙動 














図 5に目標圧力を 0.2~0.21 MPa，初期圧力を 0.21 MPa，窒素ガスボンベの供給圧力（レギュレ
ータ二次側圧力）を 0.3 MPa，液排出流量を 12 L/min とした場合の，タンク内部圧力の時間変化
を示す．タンク内圧力に関し，前述のオンオフ制御を行っているため，図に示すような圧力の上
昇，下降を繰り返す時間変化を示す．液体排出直後のタンク内ガス相体積が小さい場合は圧力降
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図 5 フライト時加速度環境におけるタンク内液体挙動の解析結果 
ガス相体積分率，温度分布 
 
